
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

7,864

0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　当該事業は今年度をもって終了する。

　なお、検討会の中で出されたご意見を受けて作成した「糖尿病腎症重症化予防プログラム」については、平成28年度中に関係機関との

調整を経て実施する。

目標に対

する成果

の状況

　システム構築業務に精通した業者をプロポーザルで選定した上で、長野圏域市町村担当者を招集して計４回の検討会を開催するととも

に、長野県及び市町村担当者から担当する業務の現状とシステムに期待する機能のヒアリングを実施した。

　各担当者の意見を踏まえて、①一元化情報の活用モデル、②システム構築仕様書を作成するとともに、検討会において意見が出された

課題解決のための「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」（案）を作成した。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 15,758 0

0 8,276

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

Aの

財源

0 7,864

概　算

人件費

1.00

0

7,482

0

0 0 0

合計（A) 0 0

27年度27年度27年度27年度 28年度

当初予算

補正予算 7,864

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

保健・医療・介護情報一元化事業

　直接・

委託

他県の先進地を調査し、事業の実施に当たっての課

題等を把握。検討会を4回開催し、一元化情報活用モ

デル及びシステム構築仕様の策定。

0 7,482 0

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

広域的な検討が必要であるため。

課・室 健康福祉政策課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－１　健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

健康長寿世界一を目指し、県と圏域市町村が連携した新たな取組を実施するため、県が保健・医療・介護全ての情報を集約・分析して市

町村へ提供し、市町村が住民のライフステージ全般にわたり、きめ細かく課題把握と対策がとれる仕組みを確立する。

市町村単位での保健活動の限界と情報不足

・市町村は、全住民を対象に健康づくりを行うが、健康管理情報の把握は国保加入者等に限られる。

・保健・医療・介護各分野の情報は別々に管理され連携していない。

・小規模町村では保健師など人的リソースやノウハウが不足。

成果目標の達成状況

項目

事業番号 05 01 05 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 保健・医療・介護情報一元化事業保健・医療・介護情報一元化事業保健・医療・介護情報一元化事業保健・医療・介護情報一元化事業
担

当

課

部局 健康福祉部

　１　保健活動の推進 実施期間 H27 ～ H27

県が関与

する理由

長野圏域市町村担当者のご意見をいただいた上で、一元化された情報の活用モデルの策定、及び長野県全域で圏域単位の分析及

び対策を立てるためのシステム仕様書を策定する。

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

合計 0 7,482 0


